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会
議
報
告

平
成
３1
年
4
月
1
日
よ
り
令
和
元
年
9
月
３0
日
ま
で

◆
第
20
回
理
事
会

月
日
：
令
和
元
年
６
月
５
日

場
所
：
主
た
る
事
務
所

出
席
：
理
事
・
監
事

決
議
事
項
：

①
自
平
成
３０
年
４
月
１
日
至
平
成
３１
年
３
月
３１
日

　

事
業
報
告
の
件

②
自
平
成
３0
年
４
月
１
日
至
平
成
３1
年
３
月
３１
日

　

決
算
の
件

③
定
時
評
議
員
会
の
開
催
・
招
集
の
件

④
顧
問
の
選
任
の
件

報
告
事
項
：

①
役
員
退
任
予
定
の
報
告

②
役
員
選
任
予
定
の
報
告

③
第
6
期
理
事
候
補
名
簿

④
理
事
長
お
よ
び
専
務
理
事
の
職
務
執
行
の
報
告

⑤
会
員
数
の
報
告

◆
第
11
回
評
議
員
会

月
日
：
令
和
元
年
６
月
21
日

場
所
：
主
た
る
事
務
所

出
席
：
評
議
員

報
告
事
項
：

①
評
議
員
及
び
理
事
の
退
任
の
件

②
自
平
成
３0
年
4
月
1
日
至
平
成
３１
年
3
月
３１
日
事
業

　

報
告
の
件

決
議
事
項
：

①
自
平
成
３0
年
4
月
1
日
至
平
成
３1
年
3
月
３1
日
決
算
の
件

②
評
議
員
選
任
の
件

③
理
事
選
任
の
件

報
告
事
項
：

①
九
州
本
部
特
別
顧
問
就
任
の
報
告

②
会
員
数
の
報
告

事
務
局
だ
よ
り

下
鴨
神
社
だ
よ
り

令
和
元
年

10
月
２０
日 

え
と
祈
願
祭 
（
午
前
１１
時
〜
）

12
月
12
日 

御
薬
酒
若
水
神
事 

 

 

（
午
後
１
時
半
〜
）

令
和
２
年

1
月
1
日 

歳
旦
祭 

（
午
前
6
時
〜
）

1
月
4
日 

蹴
鞠
初
め 

（
午
後
1
時
半
〜
）

1
月
10
日 

初
え
と
祭 

（
午
前
10
時
〜
）

1
月
12
日 

成
人
祭 

（
午
後
1
時
半
〜
）

2
月
3
日 

節
分
祭 

（
午
前
10
時
〜
）

3
月
3
日 

流
し
雛 

（
午
前
１１
時
〜
）

会
員
数
報
告
（
令
和
元
年
９
月
５
日
現
在
） 

賛
助
会
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

99
件

団
体
・
法
人
会
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

104
件

個
人
会
員　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

1,
1
０
６
名

合
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   

1,
3
０
９
件

　

多
く
の
方
に
世
界
遺
産
糺
の
森
の
保
存
に
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
た
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。新
入
会
員
の
ご
誘

致
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
入
会
申
し
込
む
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
も
多
く
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、数
々
の

糺
の
森
の
環
境
整
備
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。令
和
元
年
度
も
引

き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。ご
寄

附
に
も
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

新
入
会
員
ご
誘
致
の
お
願
い

ご
寄
附
の
お
願
い

当財団は平成29年8月10日付で内閣府より税額控除に係る証明書を取得いた
しました。これにより、個人の当財団への寄附金・会費について、領収書及び税
額控除に係る証明書を添付の上、確定申告時に税額控除制度の適用を選択し
た場合、以下の算式により算出された額が所得税額から控除されます。

寄附金に税額控除制度が適用されます

※1 「その年中に支払った公益社団法人等に対する寄附金の額の合計額」については、その年分の総所得
　　金額等の40％相当額を限度とされます。
※2 寄附金特別控除額は　所得税額の25％相当額が限度となります。

寄附金
特別控除額 2,000円 40％= － ×その年中に支払った公益社団法人等

に対する寄附金の額の合計額（※1） （※2）

算
式

糺
の
森
ぶ
ら
り
ぶ
ら
り 

第
十
九
回

糺
の
森
財
団
・
下
鴨
神
社
崇
敬
会
九
州
本
部
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
と

ラ
グ
ビ
ー
神
社

糺
の
森
N
E
W
S
／
催
事
案
内 
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第
十
九
回

糺
の
森
財
団　

　

副
理
事
長　

長
尾　

真

　
　

 

（
京
都
大
学　

名
誉
教
授
）

京
都
に
神
社
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
下
鴨
神
社
に
参
拝
す
る
時

は
他
で
は
味
わ
え
な
い
独
特
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。四
季
折
々
に

姿
を
変
え
る
糺
の
森
を
散
策
で
き
る
の
も
お
参
り
を
す
る
人
の

特
権
で
す
。特
に
春
か
ら
夏
に
か
け
て
濃
淡
様
々
の
緑
に
映
え
る

樹
々
に
覆
わ
れ
た
参
道
を
進
ん
で
ゆ
く
と
、突
然
明
る
く
晴
れ
や

か
な
神
前
に
出
ま
す
が
、こ
れ
は
あ
わ
た
だ
し
い
現
代
に
生
き
る

我
々
が
緑
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
を
潜
れ
ば
平
安
王
朝
と
い
う
全

く
の
別
世
界
、い
わ
ば
桃
源
郷
に
入
る
と
い
う
劇
的
な
感
覚
を
覚

え
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

そ
こ
に
は
平
安
時
代
の
柔
ら
か
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
多
様
な
お

祭
り
、礼
拝
を
通
じ
て
天
に
い
ま
す
神
に
対
し
て
深
い
感
謝
を
さ

さ
げ
る
古
代
人
の
素
直
な
心
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

糺
の
森
は
昨
年
の
台
風
で
か
な
り
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、

京
都
と
い
う
大
都
会
に
あ
っ
て
古
代
か
ら
の
植
生
を
現
代
に
伝

え
る
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
ま
す
。私
は
こ
の
度
図
ら
ず
も
糺

の
森
保
存
会
の
副
理
事
長
に
指
名
さ
れ
、そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

身
に
染
み
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。会
員
、
そ
の
他
崇
敬
者
の
皆
様

と
と
も
に
、
こ
の
森
を
今
後
百
年
、
千
年
と
よ
り
良
い
森
に
し
て

ゆ
く
べ
く
努
力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、ど
う
か
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2 1

ご
あ
い
さ
つ

糺
の
森
財
団
・
下
鴨
神
社
崇
敬
会
九
州
本
部
設
立
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
と

ラ
グ
ビ
ー
神
社

深
い
こ
と
か
ら
、
20
日
か
ら
日
本
で
開
催

さ
れ
る
「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
W
杯
）
２
０
１
９
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
共
催
・
西
日
本
新
聞
社
）

を
福
岡
市
で
開
い
た
。
森
喜
朗
・
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
組
織
委
員
会

副
会
長
（
元
首
相
）▽
森
重
隆
・
日
本
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
▽
坂
田
好

弘
・
関
西
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

会
長
▽
女
優
の
竹
下
景
子
さ
ん
▽
新
木
直

人
・
下
鴨
神
社
宮
司
の
パ
ネ
リ
ス
ト
５
人

が
ラ
グ
ビ
ー
の
魅
力
を
語
り
合
っ
た
（
司

会
は
ラ
グ
ビ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
村
上

晃
一
氏
）。

　

世
界
文
化
遺
産
・
賀
茂
御
祖
神
社
（
下

鴨
神
社
）
と
糺
の
森
（
京
都
市
左
京
区
）

の
平
安
時
代
の
国
風
文
化
を
今
に
伝
え
る

社
殿
群
と
平
安
京
以
前
か
ら
の
植
生
を
残

す
原
生
林
を
後
世
に
守
り
継
ご
う
と
活
動

す
る
公
益
財
団
法
人
「
世
界
遺
産
賀
茂
御

祖
神
社
境
内
糺
の
森
保
存
会
」（
糺
の
森
財

団
）、
森
と
神
社
を
大
切
に
思
い
、
奉
賛
の

基
盤
を
築
く
「
世
界
遺
産
下
鴨
神
社
崇
敬

会
」
の
九
州
本
部
が
設
立
さ
れ
た
。
関
東
、

東
海
、関
西
、中
・
四
国
に
続
く
地
方
本
部
で
、

今
後
九
州
全
域
で
保
全
に
寄
与
す
る
活
動

を
展
開
す
る
。

　

九
州
本
部
の
設
立
を
記
念
し
、
財
団
と

崇
敬
会
は
下
鴨
神
社
が
ラ
グ
ビ
ー
と
も
縁



最
高
峰
の
ラ
グ
ビ
ー
を

体
感
す
べ
し
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ラグビーＷ杯2019組織委員会副会長

森　喜朗氏
　元首相。東京五輪組織委員会会長。早大で
ラグビー部に所属した。ラグビーＷ杯誘致の
最大の功労者。石川県能美市出身。82歳。

日本ラグビーフットボール協会会長

森　重隆氏
　明大から新日鉄釡石に進み、日本選手権4連
覇に貢献。母校福岡高校の監督も務めた。森硝
子店社長。6月から現職。福岡市出身。67歳。

関西ラグビーフットボール協会会長

坂田好弘氏
　同志社大から近鉄へ。「空飛ぶウイング」と
呼ばれ、日本人で初めてワールドラグビー殿堂入
り。12年から現職。大阪市出身。76歳。

女優

竹下景子さん
　1970年代からテレビや映画で活躍。映画
「男はつらいよ」シリーズではマドンナ役に3度
起用された。名古屋市出身。66歳。

下鴨神社宮司

新木直人氏

　京都国学院卒、旧大阪外国語大別科（現大
阪大）修了。京都市伝統行事伝承者。著書多
数。京都市出身。82歳。

下鴨神社とラグビー

　

下
鴨
神
社
は
崇
神
天
皇
の
時
代
の
紀
元
前
90
年
、
瑞
垣
（
神

社
を
囲
む
垣
根
）
が
修
造
さ
れ
た
と
の
記
録
が
残
る
歴
史
の
あ

る
神
社
だ
。
神
社
に
は
八
百
万
の
神
と
言
う
よ
う
に
何
も
か
も
の

神
様
が
宿
っ
て
お
ら
れ
る
。
下
鴨
神
社
境
内
に
あ
る
末
社
「
雑
太

社
」
が
ラ
グ
ビ
ー
神
社
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
が
、「
雑
」
と
い
う
字

は
た
く
さ
ん
の
ご
神
徳
が
あ
り
、「
太
」
に
は
強
い
と
い
う
意
味

が
あ
る
。
力
強
い
神
様
が
祭
ら
れ
て
い
る
。

　

今
大
会
で
日
本
代
表
が
素
晴
ら
し
い
成
績
を
上
げ
、
日
本
の

ラ
グ
ビ
ー
が
盛
り
上
が
っ
て
い
け
ば
い
い
と
思
う
。
神
社
は
未
来
を

託
す
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
に
尽
力
し
た
い
。
ラ
グ
ビ
ー
は

体
を
鍛
え
上
げ
て
ぶ
つ
か
り
合
わ
な
い
と
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
関
西
ラ
グ
ビ
ー
発
祥
の
地
と
さ
れ
る
糺
の
森
の
馬
場
で

毎
年
秋
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
大

会
を
開
催
し
て
い
る
。
キ
ッ
ク
も
な
く
、
タ
ッ
ク
ル
の
代
わ
り
に
リ

ボ
ン
を
取
り
合
う
初
心
者
向
け
ラ
グ
ビ
ー
な
の
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が

苦
手
な
子
で
も
取
り
組
め
る
。

　

九
州
の
方
々
に
も
、
昔
の
よ
う
に
強
く
京
都
の
文
化
と
つ
な
が
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

戦
後
間
も
な
い
１
９
４
８
年
、
小
学
５
年
生
の
時
、
ラ
グ
ビ
ー

と
出
会
っ
た
。
早
稲
田
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
Ｏ
Ｂ
だ
っ
た
父
が
郷
里
の

石
川
の
実
家
に
部
員
を
約
50
人
、
合
宿
に
迎
え
た
。
そ
の
夏
、

慶
応
大
と
の
練
習
試
合
が
あ
り
、
選
手
た
ち
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
姿
が

「
王
子
様
の
よ
う
」で
憧
れ
た
。
以
来
、今
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
に
関
わ
っ

て
き
た
。
日
本
で
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
を
開
こ
う
と
世
界
中
を
訪
ね

た
が
、
当
初
は
ば
か
に
さ
れ
た
。
日
本
代
表
が
弱
く
、
盛
り
上

が
る
か
皆
、懐
疑
的
だ
っ
た
か
ら
だ
。辛
抱
し
て
各
国
を
訪
問
し
た
。

日
本
開
催
が
決
ま
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
。

　

自
己
犠
牲
の
精
神
で
プ
レ
ー
す
る
ラ
グ
ビ
ー
は
試
合
後
、
敵
味

方
を
越
え
て
尊
敬
し
合
え
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
前
回
（
２
０
１
５
年
）

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
で
日
本
が
優
勝
候
補
の
南

ア
フ
リ
カ
を
破
っ
た
後
、
３
万
人
の
ス
タ
ン
ド
は
日
本
の
応
援
団
の

よ
う
に
沸
い
た
。
私
は
そ
ば
に
い
た
南
ア
協
会
長
夫
妻
に
「
い
い

試
合
を
し
て
も
ら
っ
て
、
あ
り
が
と
う
」
と
握
手
を
求
め
た
が
、

払
い
の
け
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
数
年
後
、「
恥
ず
か
し
い
こ

と
を
し
た
。
19
年
の
日
本
大
会
の
際
、
東
京
で
お
目
に
か
か
り
お

わ
び
が
し
た
い
」
と
手
紙
が
来
た
。

　

中
学
時
代
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
た
。
入
学
し
た
福
岡
高

校
は
ラ
グ
ビ
ー
が
強
く
、
入
部
し
た
。
ラ
グ
ビ
ー
を
や
っ
て
心
を

開
け
る
仲
間
が
で
き
た
と
か
、
い
ろ
い
ろ
良
か
っ
た
が
、
痛
い
こ
と

を
我
慢
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
タ
ッ
ク
ル
は
痛
い
。

勇
気
が
い
る
け
れ
ど
も
自
分
が
行
か
な
け
れ
ば
後
ろ
の
仲
間
が
痛

い
目
に
遭
う
。
仲
間
に
信
頼
さ
れ
る
に
は
タ
ッ
ク
ル
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
学
ん
だ
。
今
大
会
の
日
本
代
表
は
勇
敢
に
タ
ッ
ク
ル
し
、

本
当
に
強
い
。
良
く
仕
上
が
っ
て
い
る
。
初
戦
の
ロ
シ
ア
戦
に
油
断

せ
ず
に
臨
み
、
ベ
ス
ト
８
入
り
を
達
成
し
て
ほ
し
い
。

　

６
月
末
、
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
長
に
就
任
し
た
。
４
月
28
日
、

福
岡
市
の
料
亭
「
稚
加
栄
」
で
森
喜
朗
さ
ん
か
ら
肩
を
ポ
ン
と
た

た
か
れ
「
こ
の
人
の
た
め
に
頑
張
ろ
う
と
言
え
る
人
を
持
っ
て
こ

な
い
と
い
け
な
い
。
あ
な
た
が
や
り
な
さ
い
」と
言
わ
れ
、「
は
あ
？
」

と
い
う
感
じ
だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
イ
カ
刺
し
は
食
え
な
い
し
、
森

伊
蔵
（
芋
焼
酎
）
を
カ
ー
ッ
と
飲
ん
で
も
酔
え
な
か
っ
た
。

　

日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
界
は
競
技
人
口
増
な
ど
課
題
山
積
だ
が
力

いっ
ぱ
い
頑
張
り
、
一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
き
た
い
。

　

高
校
の
合
格
発
表
の
時
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ラ
グ
ビ
ー
部
が
練
習

し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
狭
い
道
場
で
柔
道
を
し
て
い
た
私
は
広
々

と
し
た
場
所
を
強
そ
う
な
選
手
た
ち
が
走
り
回
る
ラ
グ
ビ
ー
に
衝

撃
を
受
け
た
。
高
校
、大
学
、社
会
人
で
通
算
17
年
選
手
を
や
り
、

36
年
指
導
者
を
務
め
た
。
ラ
グ
ビ
ー
は
苦
し
い
目
に
も
痛
い
目
に

も
遭
う
し
、
ケ
ガ
も
あ
る
。
そ
れ
ら
に
真
っ
す
ぐ
向
き
合
い
、
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
考
え
抜
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は

人
生
を
送
る
上
で
役
立
っ
た
。
苦
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
と
き
、「
ラ
グ

ビ
ー
な
ら
こ
う
し
て
克
服
で
き
た
」
と
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ

し
た
。「
ラ
グ
ビ
ー
・
オ
ー
プ
ン
ズ・メ
ニ
ー
・
ド
ア
ー
ズ
」（
ラ
グ
ビ
ー

は
多
く
の
扉
を
開
く
）
と
い
う
言
葉
も
あ
る
。
選
手
も
観
客
も

試
合
後
は
仲
間
に
な
れ
る
。
今
大
会
に
は
世
界
中
か
ら
40
万
人

も
の
観
客
が
訪
れ
る
予
定
で
楽
し
み
だ
。

　

今
大
会
の
日
本
代
表
で
は
現
役
時
代
の
私
と
同
じ
ウ
イ
ン
グ
を

務
め
る
福
岡
県
古
賀
市
出
身
の
福
岡
堅
樹
選
手
に
注
目
し
て
い

る
。
彼
は
「
緩
急
」
を
大
切
に
し
て
い
て
、
相
手
に
触
れ
ら
れ
ず

抜
き
切
る
最
高
の
技
術
を
身
に
付
け
つ
つ
あ
る
。
も
の
す
ご
く
い

い
と
こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。

　

今
大
会
の
横
浜
で
あ
る
試
合
で
初
め
て
ラ
グ
ビ
ー
を
観
戦
す
る
。

と
て
も
楽
し
み
だ
。

　
ラ
グ
ビ
ー
は
ず
っ
と
、
た
け
だ
け
し
い
ス
ポ
ー
ツ
と
ば
か
り
思
っ

て
い
た
が
、
高
校
時
代
に
ラ
グ
ビ
ー
部
主
将
だ
っ
た
同
い
年
の
俳
優

平
田
満
さ
ん
が
色
紙
に
「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は

一
人
の
た
め
に
」
と
書
い
て
い
た
。
そ
れ
が
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視

す
る
ラ
グ
ビ
ー
で
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
と
知
り
、
ラ
グ
ビ
ー
の
精

神
を
ち
ょっ
と
だ
け
理
解
で
き
た
。

　
ラ
グ
ビ
ー
憲
章
の
競
技
規
則
の
冒
頭
に
品
位
・
情
熱
・
結
束
・

規
律
・
尊
重
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
伺
っ
た
。
ラ
グ
ビ
ー
関
係
者

は
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
内
外
で
ま
ず
品
位
を
重
ん
じ
る
こ
と
を
実
践
さ

れ
る
と
聞
い
た
。
そ
う
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の
ト
ッ
プ
プ
レ
ー
ヤ
ー
た
ち

が
集
ま
る
最
高
峰
の
大
会
を
日
本
で
観
戦
で
き
る
。
ラ
グ
ビ
ー
と

い
う
こ
と
を
越
え
て
楽
し
め
た
り
、
感
動
し
た
り
、
希
望
を
持
っ

た
り
で
き
る
と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
て
く
る
。
私
も
同
じ
空
気

を
吸
い
た
い
と
思
う
。
プ
レ
ー
だ
け
で
な
く
、
世
界
各
国
の
応
援

の
仕
方
も
見
て
み
た
い
。
日
本
代
表
が
優
勝
す
る
と
予
想
す
る
人

は
少
な
い
よ
う
だ
が
、
私
は
番
狂
わ
せ
を
期
待
し
た
い
。

敵
味
方
越
え
尊
敬
し
合
う

勇
敢
で
強
い
タ
ッ
ク
ル
見
よ

日
本
の
優
勝
を
期
待
し
た
い

未
来
を
託
す
子
育
成
に
尽
力

生
き
て
い
く
ヒ
ン
ト
学
べ
る

　

糺
の
森
の
下
鴨
神
社
境
内
に
あ
る
末
社「
雑
太
社
」

は
、ご
祭
神
の
神
魂
命
の
ご
神
名
か
ら
、魂
は
玉
に
通

じ
る
と
し
て
球
技
上
達
の
ご
神
徳
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
る
。下
鴨
神
社
で
は
毎
年
正
月
４
日
に「
蹴
鞠
初
め
」

が
行
わ
れ
る
。明
治
43（
1
9
1
0
）年
９
月
10
日
、雑

太
社
前
の
糺
の
森
馬
場
で
旧
制
第
三
高
等
学
校（
現
京

都
大
）の
学
生
が
慶
応
義
塾（
現
慶
応
義
塾
大
）の
学
生

に
ラ
グ
ビ
ー
を
習
い
、関
西
で
初
め
て
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー

ル
が
蹴
ら
れ
た
。こ
れ
を
記
念
し
、雑
太
社
の
鳥
居
の

そ
ば
に
昭
和
44（
1
9
6
9
）年
、京
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の

O
B
た
ち
が「
第
一
蹴
の
地
」の
石
碑
を
建
立
し
た
。平

成
29（
2
0
1
7
）年
５
月
10
日
、日
本
で
開
催
さ
れ
る

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
1
9
の
組
み
合
わ
せ

抽
選
会
が
京
都
市
で
あ
っ
た
際
、世
界
各
国
の
代
表
が

第
一
蹴
の
地
を
視
察
し
た
。

雑太（さわた）社

﹇
令
和
元
年
九
月
十
九
日 

西
日
本
新
聞
朝
刊
記
事
よ
り
﹈



　

裏
千
家
淡
交
会
様
は
じ
め
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
奉
仕
に
よ
り
、

今
年
も「
蛍
火
の
茶
会
」を
6
月
8
日（
土
）に
開
催
い
た
し
ま
し

た
。境
内
の
細
殿
・
橋
殿
に
設
け
た
お
茶
席
に
は
、
財
団
会
員
な

ど
の
招
待
客
約
8
1
5
名
の
方
が
参
席
。ま
た
舞
殿
お
よ
び
神
服

殿
で
は
雅
楽
や
箏
曲
、
十
二
単
衣
王
朝
舞
が
披
露
さ
れ
、
糺
の
森

の
観
賞
路
か
ら
は
蛍
が
舞
う
様
子
を
約
4,
0
0
0
名
の
方
が

楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

同
時
に
楼
門
前
表
参
道
の
「
糺
の

森
納
涼
市
」
で
は
京
の
老
舗
16
店
の

出
店
が
あ
り
、
多
く
の
買
い
物
客
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

第
29
回
蛍
火
の
茶
会
と

糺
の
森
納
涼
市

　

昨
年
９
月
の
台
風
被
害
に
際
し
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

寄
附
金
は「
３
５
７
件
・
２
０
，３
７
３
，７
３
０
円（
令
和
元
年

９
月
１
日
現
在
）」に
な
り
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
倒
木
な
ど
の
撤
去
作
業
や
糺
の
森

の
復
興
活
動
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

復
興
活
動
は
１
年
経
過
し
た
今
も
完
了
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

長
い
時
間
が
必
要
な
復
興
整
備
に
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

台
風
21
号
被
害
復
興
募
金
の
ご
報
告

5

催事案内 遊び、学ぶ、糺の森のつどいあれこれ

糺
の
森N
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w
w
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ori.or.jp

発
行
所
 
公
益
財
団
法
人 

世
界
遺
産
賀
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社

 

境
内
糺
の
森
保
存
会
事
務
局
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春
の
糺
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
の
森
」開
催

　

4
月
は
サ
ッ
ク
ス
カ
ル
テ
ッ
ト
コ
ン
サ
ー
ト
。5
月
は
バ
イ
オ
リ

ン
デ
ュ
オ
コ
ン
サ
ー
ト
。6
月
は
「
Ｕ
Ｎ
Ｅ 

Ｄ
Ｏ
Ｓ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
」

ギ
タ
ー
、ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、二
胡
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。秋

の
コ
ン
サ
ー
ト
情
報
は
財
団
Ｈ
Ｐ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

第２０号　令和元年９月３０日発行
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今
年
も
多
く
の
皆
様
に
ご
奉
仕

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

〈
お
茶
席
・
点
心
席
奉
納
〉

 

裏
千
家
前
家
元　

千
玄
室
様

〈
お
茶
席
奉
仕
〉

 

淡
交
会
京
都
西
支
部
様

〈
点
心
席
奉
仕
〉

 

本
家
尾
張
屋
様

〈
箏
曲
奉
仕
〉

 

琴
綾
会
様

〈
雅
楽
演
奏
・
王
朝
舞
奉
仕
〉

 

下
鴨
古
楽
会
様

〈
ご
協
力
〉（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

 

●

㈱
織
部
設
備
工
業

 
●

岸
野
電
気

 

●

松
風
園

 

●

㈱
西
村
工
務
店

 

●

㈲
林
屋
電
気
商
会

 

●

㈱
藤
田
造
園

 

●

㈱
ワ
コ
ー
ル

　

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

　

4
月
29
日（
日
）の
昭
和
の
日
に
開
催
。当
日
は
約
3
0
0
名
の

参
加
で
、糺
の
森
後
継
樹
の
モ
ミ
ジ
・
ケ
ヤ
キ
・
カ
ツ
ラ
・
ム
ク
・

エ
ノ
キ
の
苗
木
5
0
0
本
を
植
樹
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
成
木
は

2
0
本（
モ
ミ
ジ
8
本
・
ケ
ヤ
キ
6
本
・
カ
ツ
ラ
3
本
・
ム
ク
2
本
・

エ
ノ
キ
1
本
）ご
献
木
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、藤
田
造
園
様
よ
り
苗
木
５
０
０
本

を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、ま
た
林
屋
電
気
商
会
様
・
藤
田
造
園
様
に

は
設
営
等
に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
参
加
、
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
29
回
糺
の
森
市
民
植
樹
祭

〜
糺
の
森
の
後
継
樹
育
成
事
業
〜

世
界
遺
産
糺
の
森

文
化
講
演
会 

開
催

令
和
元
年
８
月
３１
日（
土
）

於
：
下
鴨
神
社
参
集
殿

　

今
年
も
小
説
家
の
夢
枕　

獏 

氏
を

講
師
に
迎
え
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
で
６
回
目
の
ご
講
演
と
な
る
夢
枕　

獏 

氏
で
す
が
、

毎
回
様
々
な
テ
ー
マ
で
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

今
回
は「
摩
多
羅
神
と
俳
句
」と
題
し
て
、芸
能
の
神
と
さ
れ
る

摩
多
羅
神
の
信
仰
と
古
代
神
楽
面
が
能
の
翁
に
通
じ
る
事
例
と
、

俳
句
の
季
語
が
縄
文
人
の
信
仰
形
態
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
触
れ
ら
れ
、現
代
の
私
た
ち
の
生
活
の
端
々
に
縄
文
と
の
つ

な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

下
鴨
神
社

京
都
学
問
所
だ
よ
り

　
「
明
治
四
十
三
年
九
月　

第
三
髙
等
学
校
生
徒　

堀
江

卯
吉　

中
村
愛
助　

相
馬
竜
雄　

玉
置
徐
歩
は
慶
應
義

塾
塾
生
眞
島
進
の
指
導
に
よ
り　

こ
の
地
で
は
じ
め
て

ラ
グ
ビ
ー
球
を
蹴
る

　

こ
う
し
て
三
髙
蹴
球
部
が
生
れ
こ
ゝ
に
日
本
ラ
グ

ビ
ー
界
の
輝
か
し
い
歴
史
が
始
ま
っ
た

　

昭
和
四
十
四
年
十
月
五
日　

第
三
髙
等
学
校
蹴
球
部
」

　

こ
れ
は
糺
の
森
の
馬
場
に
鎮
座
す
る
末
社
・
雑
太
社

の
横
に
あ
り
ま
す「
第
一
蹴
の
地
」の
碑
文
で
す
。平
成
二

十
九
年
に
式
年
遷
宮
事
業
の
一
環
で
雑
太
社
が
復
興
さ

れ
た
際
、森
の
中
に
隠
れ
る
よ
う
な
姿
に
な
っ
て
い
た
第

一
蹴
の
地
の
石
碑
を
整
備
し
、
改
め
て
、
ラ
グ
ビ
ー
と
ゆ

か
り
の
深
い
所
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
雑
太
社
周
辺
は
砂
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、こ
の

写
真
に
あ
る
よ
う
に
古
く
か
ら
こ
の
場
所
は
「
大
芝
」
と

呼
ば
れ
、芝
に
覆
わ
れ
た
所
に
雑
太
社（
当
時
は
澤
田
社
）

と
日
吉
社
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
御
神
前
で
関
西

ラ
グ
ビ
ー
の
産
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
写
真
は
昭
和
五
年
前
後
に
南（
河
合
神
社

と
紅
葉
橋
の
間
）
か
ら
北
側
を
撮
影
し
た
も
の
で
す
。大

正
時
代
か
ら
、糺
の
森
財
団
の
前
身
で
あ
る
神
苑
保
勝
会

が
、
様
々
な
研
究
者
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
新
た
に
種
を
捲
き
、

芝
を
育
成
し
て
い
る
様
子
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
。

　

但
し
、
こ
の
芝
も
昭
和
十
七

年
の
下
鴨
本
通
の
完
成
で
水

源
と
な
る
川
が
枯
渇
し
た
た

め
、
枯
れ
て
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

〈
成
木
献
木
者
〉 （
五
十
音
順
）

 

●

株
式
会
社
伊
藤
園
様

 

●

大
久
保
幸
史
様

 

●

木
本
秀
男
様

 

●

京
都
葵

 　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

 

●

小
林
正
幸
様 

 

●

ジ
ャ
メ
ン
ツ
・
マ
イ
ケ
ル
様

 

●

曽
我
晋
様

 

●

髙
﨑
秀
夫
様（
２
本
）

 

●

玉
井
義
朗
様

 

●

手
島
千
恵
子
様

 

●

中
村
和
子
様

 

●

中
村
良
様

 

●

西
邑
眞
善
様

 

●

橋
本
か
お
り

 

●

疋
田
聡
様

 

●

村
木
美
紀
子
様

 

●

山
下
哲
史
様（
２
本
）

 

●

若
野
登
紀
子
様

“秋の”糺の森コンサート「音の森」
月日　１０月１９日（土）　１１月２３日（土・祝） 時間　午後２時～３時（予定）
場所　河合神社（糺の森南側）拝殿 参加　無料（自由）


